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　３・４年生では「ふるさと塩浜」について、５

年生では、「防災」の導入の学習を行い、安全

マップ作り、防災意識を高める手立て、共助の

動きなどを学んでいます。６年生では、地域貢

献について学び、７年生では、災害時に役立つ

ことなどを調べています。これらを踏まえ、８・

９年生では６つのゼミ（異学年での交流学習）

において、それぞれのテーマを深めていく学習

に取り組んでいます。新しい教科なので、積み

上げ・蓄積が大事になりますが、計画・実践・

報告の形式をシンプルにして、持続可能な取

り組みにしています（右図参照：企画書と報告

書）。

　地域の方々には「塩浜ふるさと防災科」の講

師として、東日本大震災当時の写真などの貴

重な資料を提示していただきながら教えてい

ただいています。学習成果は地域の文化祭に

出品したり、まちかど健康サロン「ほっとスペー

ス」に掲示したりしていただいています。また、

　市川市立塩浜学園は、平成28年度に千葉

県初の義務教育学校として開校しました。

市川市教育振興基本計画の基本理念である

「人をつなぐ　未来につなぐ　市川の教

育」の具現化にむけて、小学校と中学校を

つなぐ教育活動を展開しています。令和２

年度に一体型の新校舎が完成し、コミュニ

ティ・スクールとしても市内の先駆的な役

割を果たしてきています。

　市川市塩浜地区は、平成23年３月の東日

本大震災で被災地となりました。液状化の

影響で学校のグラウンドが沈下し、しばら

く断水が続きました。学校のまわりの地域

一帯も水のない生活を強いられ、特に高層

住宅にお住まいの高齢者には、断水の問題

は深刻でした。その際、当時の塩浜中学校

の生徒たちが水運びボランティアなどで地

域を支えました。自助・共助・公助により

地域が復興したことで、地域の絆と学校の

役割が再認識されることとなりました。そ

のような経験をもつ地区に新たに生まれる

ことになった塩浜学園では、小中一貫校と

して、特色ある教科として学ぶべき内容が

「ふるさと」と「防災」に整理され、「塩

浜ふるさと防災科」という教科が生まれま

した。本教科は、前期課程３年生から後期

課程９年生まで続き、探求型の授業を作り

上げてきていて、教育課程の柱として位置

づけられています。

千葉県 市川市立塩浜学園
　校長 松井 聰
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学校独自の教科「塩浜ふるさと防災科」を
通して、地域と連携して防災意識の向上を
目指した取り組み

【取り組みの様子★】

１ はじめに

２ 取り組みの背景

３ 実践内容

自分たちで企画・運営する避難訓練

防災に関連した資格の取得 塩浜の防災（避難所運営）
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年に一回地域と学校が連携した防災会議に参

加し、「塩浜ふるさと防災科」の学習内容の報

告など、学習成果等を地域へ発信してきていま

す（取り組みの様子★参照）。

　８・９年生が参加するゼミでは、生徒たち自

身で避難訓練を計画、実施したり、救命救急の

技能を学び伝えたりする活動がみられるよう

になりました。令和３年度の「なかよし落ち葉

ひろい」という活動では、生徒代表が職員会議

の場で提案し、企画・運営も担いました。児童

生徒主体の学習活動が定着してきています。ま

た、地域の方 と々連携して取り組むことで、地

域と学校が共に防災への意識を高めていける

ようになってきています。今後も地域の力をお

借りしながら、「ふるさと」と「防災」を学びな

がら、「心豊かでたくましく生きる児童生徒」を

育んで参ります。

北 南から から

４ 成果

企画書（塩浜ふるさと防災科）

報告書（塩浜ふるさと防災科）




